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 工場など、作業上の都合から騒音源を囲うことのできない生産施設において、作業場所など騒音を低減したい場所のみの

騒音低減を目的とし、対象領域の周辺に制御用スピーカを複数配置するアクティブ消音システム（以下、局所 ANC）の開発

を目指している。しかし、フィードフォワード型の制御でスピーカを複数使用する場合には、それぞれのスピーカからの制

御音が互いに干渉して増幅などを引き起こし、想定通りに制御できない可能性があった。本研究では、複数のスピーカによ

る制御でも効果が得られる制御方式の開発を目的とした。 

 
 提案する制御方法の概要を図－１、図－２に示す。スピ

ーカ音の悪影響（増幅）を制御する方法として、モニタ用

マイクを用いた振幅の調整機能（モニタ制御）を考案し

た。モニタ用マイクで観測する信号によりフィードバッ

クの仕組みを加えたことになるが、調整対象は振幅のみ

とし、事前に上限値 A および係数 B を設定することで、

フィードフォワード型の特長である安定性を維持した。 
 シミュレーションにより制御の安定性を確認した結果

を図－３に示す。音圧振幅に大きな乱れが見られず、また

発散もしていないことから、音源の変動および突発音に

よる影響が小さく、安定して制御できていることがわか

る。続いて実験により制御効果を確認した。実験状況を写

真－１に、結果を図－４に示す。対象領域内に 0.5m ピッ

チで等間隔に計測点を設け、制御の有無による音圧差を

効果とした。制御により、対象の領域内で最大 20dB 以上

の効果が得られており、領域の平均値でも 8dB の効果を

確認した。 

 
 

 

工場などの生産施設において、作業領域の環境改善を目的とした局所 ANC を開発した。複数のスピーカを使用した場合

にスピーカ同士の影響を抑制して対象領域の騒音を制御するモニタ制御を考案し、シミュレーションおよび実験によって効

果を確認した。主な成果を以下に示す。 
ⅰ．提案する制御方法（モニタ制御）は、モニタ制御を行わない場合とほぼ同等の安定性があり、かつ増幅抑制効果を得

られた 
ⅱ．提案する制御方法を適用したアクティブ消音システムにより、対象領域において平均 8dB 程度の効果を確認した 
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図－１ 提案する制御方法の概要 

図－２ モニタ制御の概要 

図－３ モニタ制御の安定性 

図－４ モニタ制御を適用したアクティブ消音システムの効果 写真－１ モニタ制御の効果に関する実験の状況 
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